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第 ８ 回 例 会 報 告（８月２８日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５３名          ・出席数   ３６名          ・欠席数  １７名 

・当日出席率   ７３．９１％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞青野(淳)､原､平田､近藤､桑森､村上(裕)､岡本､田中(悟)､竹田､矢野 

〔免除会員〕青野(明)､青野(賢)､原田､檜垣(巧)､光藤､宮本､高木 

<8/7欠席補填>(短期交換)板脇  (7/29今治南)森岡  (8/4今治北)木原､吉良､松木､村上(修)､尾越､岡本､ 

田中(悟)､田中(良)  (8/11今治北)村上(裕)  (8/12今治南)青野(賢)､原､原田､竹田 

◇会長報告・8月 23日(土)に開催された友の会バーベキューに参加しました。 

     ・米山記念奨学会より久米会員へカウンセラー感謝状が届きましたので贈呈しました。 

◇幹事報告・9月のロータリーレートは 1ドル 102円です。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・板脇ゆか会員：なぜ私の名前は「ゆか」なのか。父に聞くと、仏教用語

に「ユガ」という言葉があり、心の状態、周りの状態が落ち着いてしっくりすることを「ユガの

境地」と言うらしい。そうなればいいが困難は多い。この１年を頑張っていきたい。 

 

短期交換派遣報告 

◆板脇ゆか国際奉仕委員長挨拶：7月31日から8月21日までの日程

を終え、無事帰ってきました。メンバーは生徒26人と私、アシス

タントリーダー2人で、愛媛の生徒は9人。今治の2人はしっかり

していて誇らしい思いでした。▼米国は冷夏で熱中症の心配もな

く、全プログラムに参加。「日本の生徒は真面目で礼儀正しく時

間も正確」との評価をいただいた。▼いま35万～40万円で1カ月

海外にホームステイできるが、RCの場合多くの人が関わり責任者

がついてくれる。何を学んで欲しいのかちゃんとプランがあり、

3週間を過ごさせてくれる。商業ベースの旅行とはまったく違う。 

◆派遣学生・八木勇人君：僕の短期留学のテーマは「経験から学ぶ」。積極性を忘れず、自分なりに学び考えた3週

間でした。テレビで見ていた場所に足を運び、多くの人に会い、生涯忘れることのできない素晴らしい経験がで

きました。▼現地ではホストファミリーと過ごしたほか、ニューヨークのセントラルパークやタイムズスクエア、

キャンプ・メリーハート、ヤンキースタジアム、メトロポリタン美術館、ベトナム戦争戦没者慰霊碑、エジソン

博物館、9.11博物館、自由の女神などを見学。とりわけイチロー選手をこの目で見、球場の興奮を味わったこと

は夢のようでした。僕の家でホームステイしたマイケルとの再会も嬉しかった。▼強く感じたのは生活、文化、

考え方の違い。それらを理解して受け入れることが世界を一つにつなぐことだと感じた。今回の経験を無駄にせ

ず、人生に役立てたい。 

◆派遣学生・新居田智子さん：ニューヨーク、ニュージャージー周辺の多くの有名な所に行き、ワクワク、ドキドキ

の毎日でした。色々な驚きがあったが、現地は湿度が20～30％。汗をかかないのはいいが、のどが渇き肌はかさ

かさに。またエアコンが強く、長袖のパーカーが手放せなかった。食べ物は日本ではお目にかかれない2リットル

のアイスなど特大サイズが並んでいた。▼印象に残ったのは9.11メモリアルパーク。犠牲者全員の名前と写真が

あり、壊れた建物の一部も展示されている。泣いている人もいて胸にずしりとくるものがあった。目を背けたく

なるが、記憶に刻み込むべきものと感じた。▼ホストファミリーにはよくしてもらった。お別れパーティーで涙

が止まらなかった。3週間の体験は宝物。一生忘れられない。将来の留学の夢への思いも一層募り、これから英語

も含め勉強を頑張ろうと思う。素晴らしい機会をつくってくれたRCの皆さん、本当にありがとうございました。 
 

＜ゲスト＞ 短期交換派遣学生 八木勇人君、新居田智子さん、保護者 新居田紅様 

マルマストリグ(株)代表取締役 河野通則様、四国鉄鋼(株)代表取締役 大河内雅徳様 
 

次 回 例 会（９月４日） 

【 米山記念奨学委員会アワー 】 

   ＜会員誕生日祝＞ 高木 幹男氏（9/7）  森岡 研二氏（9/16） 

   ＜結婚記念日祝＞ 村上 裕一氏（9/14） 岡本 康利氏（9/15） 八木 正史氏（9/17） 

〔 国際ホテル 〕 

 


